
鹿乗川関連遺跡群　発掘調査だより
令和 5年度第 6号　令和 5年 12 月 27 日

（公財）愛知県教育・スポーツ振興財団
愛知県埋蔵文化財センター

今年度調査の成果報告会を開催します！
中
なかはざま

狭間遺跡の調査は完了、亀
かめづか

塚遺跡も道路や水路の下を残すのみとなり、いよい

よ今年度の発掘調査も終わりに近づいています。

日程の関係上、中狭間遺跡では地元説明会を開催できませんでしたが、中狭間遺

跡を含めた今年度の発掘調査の成果をご説明し、出土した遺物をご覧いただく会を

開催いたしますので、ぜひともお越しください。

会場周辺地図

当日は東町公民館にお越しください。
駐車場はあまりありませんので、できるだけ徒歩等でお越しください。

会場：東町公民館・鹿乗川現場詰所
日時：2024（令和 6）年 2月３日（土）　午前 10時～ 12時
午前 10時～ 11時　調査成果の発表（東町公民館で実施）
午前 11時～ 12時　出土遺物の展示（鹿乗川現場詰所で実施）

300m
国土地理院地図より作成

現場詰所

東町公民館
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▲亀塚遺跡 23A 区・23B 区の大型方
ほうけいしゅうこうぼ
形周溝墓（左：写真合成　右：推定復元図）

先年度の調査区から続いて見つかっていた大溝がコの字状に曲がり、中央を掘り残していることが

判明しました。中央には土を盛ったような痕跡も確認され、出土した遺物から、弥生時代後期～終末期

の大型の方形周溝墓と思われます。南北の溝の端から端までを測ると 55メートル以上となり、この時

期では西三河で最大級のお墓であったことになります。
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◀中狭間遺跡 23C 区
12 月 8日に空撮を実施

しました。写真は南から見

たもので、西から南東に伸

びる溝と、北壁と西壁の中

央部には竪
たてあなたてもの

穴建物跡も確認

できました。

これらは、弥生時代後

期～古墳時代前期に属する

遺構と思われます。




